
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2015

4月下旬、5年に1度のNPT再検討会議がニュ―ヨークの国連本部で開催されました。会員生協からは、コープこうべ、
神戸医療生協、尼崎医療生協が「核兵器廃絶のためのニューヨーク行動」に参加。参加者10､000人がユニオンスクエ
アから国連近くまで約2時間のピースパレードを行ないました。ニューヨークの市街地で、市民へ署名を呼び掛けなが
ら絵手紙や折り紙などのグッズを手渡し、核兵器廃絶を市民に訴えました。（関連ページP.5）
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甲
南
女
子
大
学
生
活
協
同
組
合
は
、

1
9
9
6
年
7
月
1
日
に
設
立
総
会
を
開

催
し
、
も
う
じ
き
20
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
時
の
資
料
を
読
み
解
く
と
、

設
立
活
動
は
93
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

学
生
自
治
会
で
あ
る
清
光
会
が
、
生
協
設

立
を
活
動
目
標
の
ひ
と
つ
に
置
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
学
側
で
も
検
討
さ
れ
、

近
隣
の
甲
南
大
学
生
協
か
ら
の
協
力
も
あ

り
、
設
立
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
設
立
活
動
を
行
っ
て
い
た
最
中
に
起
こ
っ

た
95
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
一

時
活
動
の
停
滞
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時

の
甲
南
大
学
生
協
の
対
応
の
早
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
、
大
学
生
協
の
必
要
性
を
改

め
て
認
識
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

震
災
に
よ
っ
て
よ
り
強
く
感
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
「
本
学
を
よ
り
便
利
で
快
適
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
場
に
」
と
い
う

目
的
の
も
と
、
取
り
組
み
を
広
げ
て
き

ま
し
た
。
書
籍
購
買
事
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
2
年
後
に
は
食
堂
事
業
を
開
始
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

1
9
9
8
年
か
ら
2
0
0
6
年
は
学
生
数

が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
生
協
の

事
業
も
苦
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
学
は
社
会
の
変
化
、
学
生
の
希
望
に
応

え
る
べ
く
新
学
科
や
新
学
部
を
設
置
し
て

き
ま
し
た
。
生
協
も
そ
の
変
化
に
対
応
す

べ
く
、
P
O
S
レ
ジ
や
新
し
い
発
注
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
組
合
員
証
の
I
C
カ
ー
ド

化
な
ど
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
1
4
年
度
、
組
合
員
の
声

を
取
り
入
れ
な
が
ら
学
生
利
用
の
核
で
あ

る
書
籍
購
買
部
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
店
舗
を
キ
レ
イ
に
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
環
境
が
実
現
し
ま
し
た
。「
品
格
と

国
際
性
を
備
え
、
社
会
に
貢
献
す
る
高
い

志
を
持
つ
女
性
を
育
成
す
る
」
と
い
う
大

学
の
使
命
に
生
協
の
立
場
か
ら
も
貢
献
す

べ
く
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
に
は
さ
ら
に

事
業
の
幅
を
広
げ
、
海
外
旅
行
業
務
や
生

協
独
自
の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

も
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
大
学
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
生
協
」、

「
多
様
化
す
る
学
生
生
活
に
寄
り
添
い
、

と
も
に
変
化
で
き
る
生
協
」
と
し
て
、
魅

力
あ
る
甲
南
女
子
大
学
づ
く
り
に
生
協
の

立
場
か
ら
貢
献
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

設
立
当
初
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
大
学
は

開
学
50
周
年
を
迎
え
、
甲
南
女
子
学
園
と

し
て
は
2
0
2
0
年
に
1
0
0
周
年
を
迎

え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
発
展
途
上
の

生
協
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
今
」
必
要
な

生
協
で
あ
る
た
め
に
、
常
に
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
を
目
指
し
ま
す
。

生
協
の
仲
間
で
あ
る
み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲南女子大学生活協同組合　専務理事

塩田　恵美
（しおた・えみ）

常に、新たなステージへ

2 ．想点
3 ．「広島被爆ピアノ平和コンサート」のご案内／
　　単協通信　生活協同組合コープこうべ
4 ．単協通信　生活協同組合連合会コープ自然派事業連合／
　　　　　　　全国大学生活協同組合連合会  大阪・兵庫・
　　　　　　　和歌山ブロック

5 ．単協通信　神戸医療生活協同組合／
　　　　　　　兵庫労働共済生活協同組合
6 ．協同組合のかけ橋
7 ．兵庫県のページ／ヨッシーの窓
8 ．「第93回国際協同組合デー・兵庫県記念大会」のご案内／
　　「労働安全衛生研修・学習会」のご案内／
　　県連日誌／編集後記
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4
月
25
日
、
ネ
パ
ー
ル
中
部
を
震
源
地

と
す
る
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
コ
ー
プ

こ
う
べ
は
4
月
29
日
か
ら
「
ネ
パ
ー
ル
大

地
震
緊
急
募
金
」
を
開
始
。
1
6
3
の
全

店
舗
で
は
募
金
箱
を
設
置
す
る
と
と
も
に

宅
配
事
業
で
は
商
品
情
報
紙
『
め
ー
む
』

で
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

4
月
30
日
に
は
シ
ー
ア
（
神
戸
市
東
灘

区
）
で
コ
ー
プ
委
員
と
職
員
が
募
金
を
呼

び
か
け
、
多
く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
組
合
員
か
ら
は
「
報
道
を
見
る
た
び

に
胸
が
痛
み
ま
す
。
1
人
で
も
多
く
の
命

が
救
わ
れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

募
金
は
（
公
財
）
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
、
C
O
D
E
海
外
災
害
援
助
市
民
セ

ン
タ
ー
、（
公
財
）
P
H
D
協
会
に
贈
ら

れ
、
被
災
地
へ
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
コ
ー
プ
こ
う
べ
災

害
緊
急
支
援
基
金
（
ハ
ー
ト
基
金
）
か

ら
、
被
災
地
支
援
の
た
め
に
1
0
0
万

円
を
拠
出
し
ま
し
た
。
こ
の
拠
出
金
は
、

C
O
D
E
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
被
災
地
の
現
状
を
把
握

し
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
届
け
る
た

め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
通
信
員
　
榊
原
晶
子
）

主催：兵庫県生活協同組合連合会　　後援：神戸市教育委員会・神戸新聞社

広
島
被
爆
ピ
ア
ノ

　平
和
コ
ン
サ
ー
ト

広
島
被
爆
ピ
ア
ノ

　平
和
コ
ン
サ
ー
ト

戦後70年。原爆の爆風で傷つきながらも永い歳月を乗り越えた

「被爆ピアノ」が平和を奏でるコンサートを開催します。

みなさまのご参加をお待ちいたしております。

【お問い合わせ】 兵庫県生活協同組合連合会　TEL 078-391-8634　FAX 078-392-2059　メール hyogo@kobe.coop.or.jp

“招待券”のお申込み方法〔ご招待人数は300名です〕

「お名前・年齢」・「〒（郵便番号）・ご住所」「電話番号」「ご同伴者（2名まで）のお名前・年齢」「ご利用の生協名」を明記のうえ、
【ハガキ】【FAX】【メール】にて、以下の方法にてご応募ください。

♪お子様もご一緒にご参加いただけます。　　♪応募者多数の場合は抽選。
♪発　表：ご当選の方には7月末日までに招待ハガキにてお知らせします。　個人情報は招待券発行以外には使用いたしません。

〒650-0011　神戸市中央区下山手通4丁目16-3　県民会館4階
兵庫県生活協同組合連合会「広島被爆ピアノ平和コンサート」係　まで
078-392-2059

ハガキでのお申込み

FAXでのお申込み メールでのお申込み

♪出演予定
２
０
１
５
年
８
月
23
日（
日
）

13
時 

開
場
／
13
時
半 

開
演

兵
庫
県
民
会
館
９
階 
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５

締め切り

当日消印有効
7月2日（木）

hyogo@kobe.coop.or.jp

入場
無料

（招待券が必要です）

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
丁
目
16
番
３
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
８-

３
２
１-

２
１
３
１（
代
）

日
時

場
所

矢川  光則
(矢川ピアノ工房）
矢川  光則
(矢川ピアノ工房）

ジュニアコーラス・ティンカーベル
＆レインボージュニア
ジュニアコーラス・ティンカーベル
＆レインボージュニア

森須  奏絵
ピアノ

森須  奏絵
ピアノ

大島  久美子
ソプラノ

シーアでの集中取り組みの様子

支
援
の
思
い
を
募
金
に

「
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
緊
急
募
金
」

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
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兵
庫
県
豊
岡
市
の
産
直
米
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
」
の
米
粉
を
パ
ン
に
使
用
す

る
こ
と
で
、
農
水
省
の
第
六
次
産
業
の
助

成
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
、
2
0
1
4
年

2
月
「
パ
ン
工
房
」
建
設
に
着
工
。
同
年

6
月
に
完
成
し
、生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
国
産
原
料
（
一
部
国

外
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
原
料
）
を
使
用
。
添

加
物
を
用
い
ず
、
す
べ
て
の
パ
ン
に
米
粉

を
使
用
し
て
、
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
パ

ン
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
、
焼
成
の
翌
日
に
組
合
員
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
供
給
実
績
は
8
2
、6
9
1

千
円
（
税
抜
）

3
6
8
、0
0
0
食

今
後
も
組
合
員
の
要
望
に
応
え
て
新
規

商
品
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

・�
食
事
パ
ン　

山
食
パ
ン
な
ど
、
約
十

品
目

・�
ハ
ー
ド
系　

ラ
イ
麦
パ
ン
な
ど
、
二

品
目

・�

菓
子
パ
ン
系　

シ
ュ
ト
ー
レ
ン
な
ど
、

約
五
品
目

・�

そ
の
他　

新
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
ベ
ー
コ

ン
な
ど
、
二
品
目

特
に
、
も
っ

ち
り
し
た
食
感

の
山
食
パ
ン
が

好
評
で
、
供
給

の
五
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

（
通
信
員西本 

亮
）

5
月
9
日
㈯
〜
10
日
㈰ 

大
阪
市
東
淀

川
区
の
大
阪
コ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
で
組
合
員
活

動
の
充
実
と
大
学
生
協
の
発
展
の
た
め

に
、
様
々
な
大
学
か
ら
集
ま
っ
て
学
び
あ

う
「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
兵
庫
県
下
の
7

大
学
・
1
高
専
を
含
む
大
学
生
・
高
専
生

1
9
8
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
の
大
半
は
新
入
生
で
、
先
輩
が
企
画
担

当
や
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

1
日
目
は
、
協
同
組
合
の
成
り
立
ち
や

大
学
生
協
の
変
遷
、
学
生
委
員
会
の
役

割
・
活
動
を
学
び
あ
い
ま
し
た
。
2
日
目

は
、
実
際
の
活
動
事
例
の
交
流
や
こ
れ
か

ら
参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
く

か
を
考
え
ま
し
た
。
参
加
者
は
2
日
間
を

通
し
て
、
協
同
組
合
や
大
学
生
協
の
想
い

を
知
っ
た
り
、
学
生
委
員
会
の
活
動
の
面

白
さ
を
感
じ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学

生
委
員
会
が
自
分
の
大
学
だ
け
で
な
く
他

の
大
学
に
も
あ
り
、
地
域
に
た
く
さ
ん
の

仲
間
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
他
の
大
学
の

学
生
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
ま

さ
に
こ
れ
か
ら
活
動
を
し
て
い
く
上
で
の

「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
」
を
き
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

学
生
が

活
動
す
る

こ
と
は
大

学
生
協
に

な
く
て
は

な
ら
な
い

魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。

組
合
員
活

動
を
充
実

さ
せ
て
い

く
こ
と
と

大
学
生
協

が
発
展
し

て
い
く
こ

と
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大

学
生
協
の
組
合
員
は
4
年
で
ほ
ぼ
入
れ
替

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
想
い
を
次
の
代
へ

引
き
継
げ
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
活
動
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

協
同
組
合
、
大
学
生
協
の
想
い
を
広
げ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
通
信
員
　
田
中 

喜
陽
）

全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
　
大
阪
・
兵
庫
・
和
歌
山
ブ
ロ
ッ
ク

2 日目終了後の記念撮影

「
コ
ー
プ
自
然
派
パ
ン
工
房
」

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

生
活
協
同
組
合
連
合
会
コ
ー
プ
自
然
派
事
業
連
合
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今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
か
ら

70
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
な

ど
、
ま
さ
し
く
節
目
と
な
る
年
で
す
。
こ

の
た
び
、
5
年
に
1
度
の
N
P
T
再
検
討

会
議
が
ニ
ュ
―
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開

催
さ
れ
、
そ
の
成
功
の
為
に
代
表
団
と
し

て
「
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
行
動
」
に
、
神
戸
医
療
生
協
か
ら
2
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
N
P
T
と
は
「
核
不

拡
散
条
約
」
の
略
で
、
1
9
7
0
年
に
発

効
し
た
核
兵
器
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め

の
国
際
条
約
の
こ
と
。
私
達
は
代
表
団
と

し
て
、
国
内
で
集
め
ら
れ
た
「
核
兵
器
廃

絶
」
を
願
う
署
名
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
ま
で
届
け
る
責
務
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
1 

0
、0
0
0
人
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
市
街
地
で
2
時
間
の
署

名
行
動
を
し
な
が
ら
の
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
署
名
や
パ
レ
ー
ド
で
感

じ
た
こ
と
は
、
沿
道
に
並
ぶ
お
店
の
従
業

員
や
道
行
く
人
た
ち
が
代
表
団
に
話
し
か

け
た
り
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
国
連
本

部
ま
で
の
道
の
り
は
長
か
っ
た
で
す
が
、

6
3
3
万
6
、2
0
5
筆
も
の
署
名
を
提

出
で
き
た
こ
と
に
、
こ
の
う
え
な
い
達
成

感
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
で
特
に
大

き
か
っ
た
の
は
、
署
名
や
デ
モ
に
対
し
て

の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
日
本

国
内
で
は
ど
ち
ら
に
も
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
少
な
く
、「
ど
れ
ほ
ど
の

意
味
が
あ
る

の
か
？
」
と

思
い
悩
む
こ

と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
世

界
で
も
た
く

さ
ん
の
活
動

家
が
元
気
に

頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て

心
か
ら
励
ま

さ
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
は

“
自
分
が
信
じ
た
も
の
や
、
納
得
で
き
な

い
こ
と
に
対
し
て
恐
れ
ず
声
を
あ
げ
る
”

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
勇

気
を
も
っ
て
「
核
兵
器
な
く
せ
」
と
声
を

あ
げ
る
こ
と
が
国
連
の
な
か
で
多
数
の
声

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
日
本

中
心
に
考
え
て
い
た
核
に
つ
い
て
の
問
題

も
、「
世
界
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
が
さ
れ
て
い
る
の
か
」
や
「
日
本
の

立
ち
位
置
」
に
つ
い
て
な
ど
、
多
角
的
な

も
の
の
見
方
を
す
る
こ
と
で
、
視
野
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
て
、
今

後
も
夏
に
始
ま
る
「
原
水
禁
世
界
大
会
」

や
「
平
和
行
進
」
な
ど
、
平
和
や
社
保
に

関
す
る
活
動
を
主
体
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
代
表
団
と
し
て

行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
私
た
ち
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
中
西 

一
真
）

全
労
済
兵
庫
県
本
部
で
は
、
震
災
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
広
く
県
民
の
防

災
・
減
災
意
識
を
喚
起
す
る
事
を
目
的
に

防
災
・
減
災
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
（
応
募
期

間
：
2
0
1
4
年
12
月
1
日
〜
2
0
1
5

年
3
月
11
日
）
を
実
施
し
、
4
月
29
日
に

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

1
、
0
5
1
作
品
の
中
か
ら
小
学
生
・
中

高
校
生
・
大
学
生
一
般
部
門
か
ら
最
優
秀

賞
1
点
、優
秀
賞
5
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
は
「
ふ
だ
ん
か
ら
、
家
ぞ
く

で
話
そ
う
も
し
も
の
こ
と
」（
小
学
生
部

門
）、「
備
え
よ
う
未
来
の
家
族
と
自
分
の

た
め
に
」（
中

高
生
部
門
）、

「
こ
の
街
で

も
ら
っ
た
教

訓
受
け
継
ぐ

使
命
」（
大

学
生
一
般
部

門
）
で
す
。

今
後
も
震
災

の
体
験
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
災
害
に
備
え
る
重

要
性
を
伝
え
、
広
め
て
い
き
ま
す
。

最優秀賞・優秀賞のみなさま

神
戸
医
療
生
活
協
同
組
合

神
戸
か
ら
世
界
へ 

　
届
け
反
核
の
願
い

阪
神
・
淡
路
大
震
災
20
年
「
防
災
・
減
災
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

（
反
射
材
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

兵
庫
労
働
共
済
生
活
協
同
組
合

全
労
済
兵

庫
県
本
部
で

は
、
春
の
全

国
交
通
安
全

運
動
の
一
環

と
し
て
、
夜

間
の
自
転
車

乗
車
中
の
交

通
事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
（
反
射
材
）
5
、
0
0
0
個
を
5
月
7

日
に
（
一
財
）
兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
へ

贈
呈
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ

る
交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
配
付
さ
れ

る
予
定
で
す
。

（
通
信
員
　
中
川 

純
一
）

ピースパレードの前にユニオンスクエ
アに集まり国際共同行動集会に参加

菊池専務執行役員（左、全労済兵庫県本部）、
大畑専務理事（右、兵庫県交通安全協会）
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JA 兵庫中央会Ｊ
Ａ（一財）兵庫県水産振興基金Ｊ

Ｆ

～香美町の「魚（とと）条例」は一周年～
記念フェスティバルを開催！

アジア諸国の
農協リーダー育成のために
ICA研修生を受け入れ

美方郡香美町（浜上 勇人町長）では、水産業
の消費拡大と地域経済の活性化を目的に、全国で
初めてとなる「魚食の普及の推進に関する条例」
（通称：香美町「とと条例」）が昨年 4 月に制定
されました。そこで条例制定 1 周年を記念し、
4 月 18 日 ( 土 ) に「ととフェスティバル」を開
催しました。会場となった香住水産加工業協同組
合上屋にはハタハタ・カニ・ホタルイカを使った
加工品をはじめ、地元産野菜などを販売するブー
スが立ち並び、ニギス団子汁などの無料振舞いも
行われ、朝早くから大勢の人で賑わいました。ま
た、「ホタルイカ　つ香

か み

美ましょう」とした、参
加者が 200g･300g･500g のクジを引き、決まった
重さにどれだけ近づけるかを競うイベントも行わ
れました。ピタリ賞（± 5 g）となった方にはギ
ネスブックならぬ「魚

ぎょ

ネスブック香
か

美
み

技
わざ

認定書」
が送られ、会場は大いに盛り上がりました。
　“とと“にちなんだ 10+10 で毎月 20 日を

「魚
とと

の日」とし、同町の漁業者、水産加工業者ら
がボランティアで取り組む「とと活隊」が料理教
室など魚食普及に関わる様々な活動を行ってお
り、今後の展開に注目が集まっています。

（一財）アジア農協振興機関（IDACA）は、国
際協同組合同盟（ICA）アジア・太平洋地域事務
局と協力し、アジアの開発途上国における農協や
農家グループの活性化を担うリーダーを育成する
研修プログラムを実施しました。ブータン、カン
ボジア、ラオス、ミャンマー、ネパール、ベトナ
ムの 6 カ国から 10 人の研修生が、 3 月 24 日か
ら 27 日まで、兵庫県内の JA等で研修を行いま
した。
24 日は JA兵庫中央会で、本県農業と農協の概
要、本県 JAグループの役職員教育等について研
修しました。参加者からは、役職員研修にかかる
費用や政府助成の有無などの質問を受けました。
また、農業現地研修として、25 日は JA淡路日
の出管内で野菜・花きの農家を、26 日は JA兵庫
南管内で JA出資法人と、 6 次産業化に取り組む
女性グループを視察しました。

JA 淡路日の出の石田正組合長（左）へ感謝の言葉
を述べるディン ホン タイ氏

干し魚も美味しく焼けました 「ホタルイカ つ香美ましょう」の
様子

JA 兵庫南出資法人（株）ふぁーみんサポート東はり
まで水耕栽培施設を視察するアジア諸国の研修生
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最近の消費生活相談事例

インターネット情報サービスの
不当請求トラブル

事　例
スマートフォンに「出会い系サイトの退会処理ができていない。利用料金が

未払いのため連絡するように」というメールが届いた。今日の正午までに連絡
がなければ訴訟手続きを行う、といった内容が書かれていた。有料サイトを利
用した覚えはない。どうしたらいいか。

【アドバイス】
インターネット情報の不当請求トラブルが増加しています。事例のように利用した覚えのない
料金を請求される、メールでの架空請求や「無料のアダルトサイトをクリックすると登録完了と
なり料金請求画面が表示された」というワンクリック請求などが目立っています。
不当請求には様々な手口がありますが、共通しているのは、あたかも契約が成立したかのよう
に装って不安をあおり、消費者から連絡をするように仕向けている点です。
画面上に「退会手続きはこちら」「相談窓口」など、対応窓口の電話番号やアドレスなどを表示
して、電話やメールをさせようとするものがあります。「期日までに連絡するように」などと書い
てあっても、絶対に連絡してはいけません。連絡をしたために、事業者からの請求がエスカレー
トしたケースもあります。「訴訟を起こす」「弁護士対応になる」など不安をあおるようなことが
書かれていても、利用した覚えがなければ決して支払わず、無視しましょう。支払の義務がある
かどうか判断できない場合や心配なときは、最寄りの消費生活相談窓口に相談してください。
� （兵庫県生活科学総合センター）

兵協連だよりをご覧のみなさま。こんにちは。適格消費者団体NPO法人ひょうご消費
者ネットの吉江です。
すっかり、暑くなりましたね。あの寒かった冬はどこへやら。空の色や雲の形、草木の

色や空気の匂い、すっかり移り変わっていることに、やっと気付いたのでした。
さて、先月号では、ひょうご消費者ネットがホームセキュリティー業者の2社に対して、

中途解約金の契約条項の改善を申し入れたところまでお話しました。今月号では、その続
きをお話したいと思います。
申入れに対して、各会社から回答がありました。その内容はというと、1社は「個人のお客様に対しては

中途解約金を請求しないものとしている」ので「問題ない」というもの。もう1社は、「中途解約金の金額は
妥当である」というものでした。双方の回答を検討し、後者の会社につき、「消費者契約法第41条第1項に基
づく請求書」を送付しました。この書面は「このまま改善しないと訴えを提起します」という内容のものです。
すると、後者の会社も「該当の契約条項を削除する」という回答が返ってきました。
本件は、裁判を経ずとも、契約条項が改善されることとなりました。これも一つの差止請求活動の成果な

のです。
今月号もお読みいただき、ありがとうございます。それでは、また次回もお楽しみに。

（ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com連　絡　先
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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先
日
、
兵
協
連
事
務
局
３
名
で
会
員
生
協
の

佐
曾
利
消
費
生
活
協
同
組
合
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。
宝
塚
市
北
部
の
小
高
い
山
に
囲
ま
れ
た
静

か
な
上
佐
曾
利
地
区
は
「
ダ
リ
ア
」
の
ま
ち
。

夏
と
秋
に
開
花
し
、
毎
年
10
月
の
第
３
土
・
日

に
「
ダ
リ
ア
花
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
年
前
の
「
ダ
リ
ア
花
ま
つ
り
」
で
は
約

２
万
本
が
咲
き
誇
る
な
か
、
顔
の
大
き
さ
ほ
ど

あ
る
ダ
リ
ア
を
摘
み
、
楽
し
み
ま
し
た
。
で
も
、

組
合
員
さ
ん
が
描
か
れ
た
店
舗
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

「
ダ
リ
ア
」
の
花
は
、
い
つ
で
も
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
☆
私
た
ち
が
訪
問
し
て
す
ぐ
に
一
羽
の

ツ
バ
メ
が
バ
サ
バ
サ
と
店
内
に
飛
び
込
ん
で
来

ま
し
た
！
天
井
を
駆
け
巡
り
、
あ
然
と
す
る
私

た
ち
の
そ
ば
で
職
員
の
方
が
「
電
気
消
し
て
！
」

「
入
口
開
け
て
！
」と
テ
キ
パ
キ
と
対
応
。
無
事
、

ツ
バ
メ
は
青
空
に
向
か
っ
て
戻
っ
て
行
き
ま
し

た
。
よ
く
あ
る
こ
と
ら
し
く
、
木
の
温
か
み
を

感
じ
る
談
話
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

ホ
ッ
と
す
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
帰

り
は
、
地
元
で
と
れ
た
お
米
（
５
キ
ロ
♪
）
を

購
入
。
担
い
で
電
車
で
帰
り
ま
し
た
。�

（
中
尾
）

6
月
1
日
㈪　

兵
協
連
第
7
回
理
事
会

�

（
県
民
会
館　

1
2
0
1
）

6
月
23
日
㈫　

兵
協
連
第
65
回
通
常
総
会
・

第
1
回
理
事
会

�

（
県
民
会
館　

パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）

兵協連 第6回「労働安全衛生研修・学習会」のご案内
事業・活動と職場の労働安全衛生などの大切さについて研修会を開催いたします。
働きやすく、安全な職場環境のあり方について、実例をあげながら解説いただきます。
役職員の皆さまのご参加をお待ちしています。

日 時：7 月 31 日（金）14 時 30 分〜 16 時 30 分
会 場：兵庫県民会館　9 階　「901」
テーマ：「労働安全衛生の基本と転倒災害、

熱中症防止に向けて」
対 象：会員生協・団体の役職員

お申し込み・お問い合わせ　兵庫県生協連 ℡078-391-8634

労働安全衛生研修・学習会

昨年の学習会の様子講 師：茶園 幸子 氏
（社会保険労務士）

「第93回国際協同組合デー・兵庫県記念大会」のご案内
国際協同組合デーは、世界中の生協や農協、漁協、森林組合など協同組合
にたずさわる人々が心を一つにしてその発展を願って祝う日です。兵庫県で
は毎年 7 月の第 1 金曜日に各協同組合の関係者が集まって記念大会を開催
しています。
今年は 7月 3日（金）に兵庫県民会館で兵庫県記念大会を開催し、「地域
における協同組合の役割」をテーマに実施します。ご参加お待ちいたしてお
ります。

■と　　き：2015年 7月 3日（金）13：30-16：00
■と こ ろ：兵庫県民会館9階　けんみんホール
　　　　　　神戸市中央区下山手通 4 -16- 3
　　　　　　TEL（078）321-2131
■内　　容：Ⅰ部　記念式典
　　　　　　Ⅱ部　記念講演
　　　　　　　　　「地域福祉と協同組合の役割」
　　　　　　　　　講　師　　堀田　力　さん
■参加人数：350人（入場無料・先着順）
　　　　　　＊事前にお申し込みください。
■主　　催：兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC：兵庫県生活協同組合連合会・
　　　　　　兵庫県農業協同組合中央会・兵庫県漁業協同組合連合会・兵庫県森林組合連合会）
■お申し込み・お問合わせ：兵庫県生活協同組合連合会
　　　　　　　　　　　　　電話：078－391－8634　FAX：078－392－2059

＜プロフィール＞
1934年京都府生まれ。京都大卒業後、検事任官。東京地検特
捜部ではロッキード事件捜査を担当。91年に退官、弁護士登録。
さわやか法律事務所及びさわやか福祉推進センター（95年 4
月財団法人さわやか福祉財団となり、2010年 4月に公益財団
法人化）開設。
「高齢社会NGO連携協議会」共同代表、厚生労働省の高齢者
介護研究会座長などを歴任。近著に「初めて部下を持つあな
たへ」（こう書房）『「共助」のちから』（実務教育出版）など。
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